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Ⅳ章　考察
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　（石川県金沢城調査研究所　所長　北垣聰一郎）
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　三、勝山御殿からの移築現存建物について
　（広島大学大学院文学研究科　教授　三浦正幸）
Ⅴ章　まとめ

＜内容＞
　平成 14 年から開始した発掘調査について成

果をまとめ、勝山御殿の縄張りなどを把握。時

代的・地域的特徴をまとめた。　加えて、近世

軍学や土木工学からみた石垣普請や、関連史料

からみた築城等の歴史、建築学からみた残存建

造物などの考察を収録。
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